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木　幡 ひろし

■こはた浩 P R O F I L E■

市政が動く、福島が変わる市政が動く、福島が変わる

■ 昭和35年生　飯舘村出身
■ 福島市内で妻・長男と三人暮し
■ 原町高校、東京大学経済学部を卒業
■ 自治省（現総務省）入省後、岡山県副知事、
　 消防大学校長、復興庁福島復興局長などを経て、
　 平成29年12月より福島市長（1期目）
■ 好きな言葉 「道は拓ける」

▼詳しくはこちらをご覧ください▼

「こはた浩」連合後援会
〒960-8107 福島市浜田町3番17号 エコービル2階
ＴＥＬ.024-572-3170  ＦＡＸ.024-572-3180
Ｅｍａｉｌ　kohata_koenkai@tiara.ocn.ne.jp こはた浩

待機児童250人
➡待機児童ゼロを達成！
　入所定員1,100人増！
小中学校のトイレの洋式化23％
➡82％、小中学校の机椅子
全２万台一斉更新！

教育の充実に向け、一人一台タブレットを2年前倒し
で実現！福島型オンライン授業開始
障がい者にもやさしいバリアフリー社会推進（条例制
度など）

農作物被害に迅速・手厚
い支援実施、風評払拭へＰＲ
とＧＡＰ取得推進

高齢者向け元気アップ
事業と地域包括ケア充実
県立医大保健科学部開設、中合閉店でも街なか交流館
オープン！
コンベンション機能有する駅前再開発の推進、
シェアサイクル導入

朝ドラ「エール」実現・ドラ
マセット活用、出演者と連携
した音楽イベント開催

河川改修、屋外スピー
カー等設置、多様な避難所
の充実

移住定住を抜本的に強化、移住者は１０倍に！
ふるさと納税は約８倍の８億円強に

道の駅ふくしま令和４年春オープン！
ふくしま花回廊、ロケツーリズムの推進

積極的な企業誘致で３年間に１７社を誘致、おおざそう
インター工業団地の拡張に着手

エールクーポンなど効果的な生活・経済支援実施！
ＩＣＴなど変革を推進

https://www.facebook.com/
kohatahiroshi/

https://Twitter.com/hatabohk

有言実行　　4年の主な実績

こはた浩 検　索

討議資料

HP▶https://kohatahiroshi.com

　中核市移行と大震災後10年が到来した重要な
4年間。台風、地震、コロナなど災難が相次ぐ中、迅速
な対応とこれらを教訓とした強化・変革に努めまし
た。一方、新ステージに向けた取組は足を止めること
なく進め、福島は大きく変わり始めています。
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人口減少の流れを変えて、復興創生を共に実現しましょう人口減少の流れを変えて、復興創生を共に実現しましょう
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コロナを越えて 希望の未来を！

（１）コロナを止める～感染拡大防止
　　●検査・医療・ワクチン接種体制の充実
　　●市民や事業者への適切な情報提供と新しい生活様式

の定着促進 など

（２）コロナから再生する
　　●市民（困窮者等）・事業者への機動的な支援
　　●機動的な地域経済対策と経済再生

（１）防災都市～災害に安全安心
　　●災害に強い社会インフラ・まちの整備
　　●多様な連携による避難体制
　　●消防団を中核とした地域防災力の強化 など

（２）共生社会～高齢者も障がい者も、誰もが安心・活躍
　　●高齢者の元気づくりと新たな地域交通の確立
　　●障がい者の社会参加の拡充
　　●誰にもやさしいバリアフリーの推進と包括的支援体制

の確立 など

（３）健都ふくしま～人生１００年時代の基盤づくり
　　●地域挙げての健康づくりの推進
　　●新たな地域医療体制の構築
　　●コロナに強い社会の形成
　　●放射線からの安全安心の確保

（４）ゼロカーボン都市～豊かな環境を未来に引き継ぐ
　　●福島らしい再生可能エネルギーの生産と活用推進
　　●ごみ減量化の推進
　　●森林等の保全・適正管理と仮置き場等の原状回復

（１）子育て・教育で選ばれる都市づくり
　　●待機ゼロで寄り添う保育等
　　●地域ぐるみの子育て支援の充実
　　●教育・保育の質の向上
　　●若者のチャレンジ支援と生涯学習のまちづくり

（２）魅力とやりがいのある仕事づくり
　　●持続可能な農業の振興
　　●事業承継・新分野進出と創業支援の強化
　　●企業誘致の推進と福島らしい産業の振興
　　●新しい働き方の推進 など

（３）文化と賑わいのまちづくり
　　●風格ある県都と個性ある地域づくり
　　●古関裕而のまちづくりと福島らしい文化の振興
　　●五輪遺産としてのスポーツのまちづくり
　　●福島らしい観光交流

（４）移住・定住の促進と女性活躍社会の形成
　　●移住・定住政策の積極的推進
　　●結婚しやすい環境整備
　　●女性活躍の場の拡充と環境整備
　　●男女共同で女性に魅力ある社会づくり など

（５）デジタル化による社会変革と持続可能な
　　行財政経営
　　●ICTを介した新たなつながり
　　●デジタル化による暮らし・経済の向上
　　●持続可能な行財政経営 など

（１）市民共創
（２）連携中枢都市圏の形成と多様な連携の推進
（３）開かれた市政
（４）スピードと実行

　最優先課題は新型コロナ対策。片時も手を
緩めず、感染拡大防止と新たな日常の再生に取り
組み、コロナを乗り越えていきます。
　一方、コロナ禍で人口減少が加速しています。
デジタル改革を推進しながら、将来にわたる
安心安全、子育て・教育、魅力ある仕事、
文化の香りがする賑わいの４要素を強化し、
住む人がずっと住み続けたいと願い、他地域から
人が集まってくるような都市を築いてまいります。
　コロナを越えて希望の未来を！共に創っ
ていきましょう。

※政策の詳細は、ホームページをご覧下さい。

未来に向け暮らしと環境を守る2

コロナを越える１

福島の未来をひらく3

共創・連携と変わらぬモットー4
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